
『賃貸ESTA』および『会計FINE』バージョン3.0.0にて機能追加を行いました。

機能追加内容については以下をご確認ください。

賃貸ESTAおよび会計FINE共通　機能追加内容

◎自動バージョンアップ機能 … P.２

会計FINE　機能追加内容

◎ 「２画面参照」機能 … P.5

『賃貸ESTA』および『会計FINE』

機能追加内容について

1

2

はじめに
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「自動バージョンアップ」とは、新しいバージョンがリリースされた場合に、

『賃貸ESTA』『会計FINE』を起動するだけでインターネット経由でバージョンアップを行う機能です。

これまでのようにCDをセットしたり、弊社HPにダウンロードしに行く手間がなくなり、常に最新の

バージョンをご利用いただくことができるようになります。

ここでは「自動バージョンアップ機能」の利用条件、バージョンアップ手順をご説明します。

自動バージョンアップ機能の利用条件について

以下の条件を満たしている場合、自動バージョンアップの機能が利用可能です。

1 パソコンがインターネットに接続されている

『賃貸ESTA』『会計FINE』がインストールされているパソコンが、

インターネットに接続されている必要があります。

2 『賃貸ESTA』『会計FINE』Ver3.0.0以上がインストールされている

『賃貸ESTA』『会計FINE』Ver3.0.0インストール後からご利用可能となります。

3 保守サポートご加入中である

『賃貸ESTA』『会計FINE』の保守サポートにご加入いただいている方が対象の機能です。

自動バージョンアップ方法について

上記の利用条件を満たしており、最新バージョンがリリースされた場合には、

以下の手順で自動バージョンアップが実行されます。

※自動バージョンアップ手順は、『富士山賃貸ESTA』『富士山会計FINE』ともに、同一と

なります。

以下『富士山会計FINE』を例にバージョンアップ手順をご説明いたします。

1 『富士山会計FINE』を起動

デスクトップ上のショートカットアイコン等から『富士山会計FINE』を

起動してください。

1 自動バージョンアップ機能
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2 最新バージョンを確認

最新バージョンが存在するか、自動で確認をおこないます。

しばらくお待ちください。

※インターネットへの接続環境等により、お時間がかかる場合があります。

図1　最新バージョンチェック中

3 「バージョンアップのご案内」画面表示

最新バージョンがリリースされた場合「バージョンアップのご案内」画面が

表示されます。

①「最新バージョン」②「アップデート内容」を確認できます。

図2　バージョンアップのご案内

③「これまでの更新履歴」から、過去のバージョンアップ内容も確認できます。

「キャンセル」でバージョンアップを保留できます

バージョンアップを保留したい場合には［キャンセル（C）］を選択する事で

現在インストールされているバージョンをご利用いただけます。

最新版でのご利用を推奨しておりますので、最新バージョンが公開されて

いる場合にはインストールをお願い致します。

①

②

③
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4 ［実行（E)］を選択してダウンロード＆インストール開始

［実行（E)］を選択すると、ダウンロードが始まります。

ダウンロードからインストールまで、自動で実行します。

図3　ダウンロード中

「ユーザーアカウント制御」で変更を許可する

ダウンロードが完了すると「ユーザーアカウント制御」のメッセージが表示

されます。

変更許可するために、[はい]を選択してください。

5 バージョンアップ完了後、『富士山会計FINE』起動

最新バージョンへのバージョンアップ完了後、『富士山会計FINE』が自動的に

起動します。

以上で、自動バージョンアップは完了です。

『富士山賃貸ESTA』も同様の手順です。

インストール後のバージョン情報は、メニュー画面左下でご確認頂けます。
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「２画面参照」機能は、当期データ作業中に、前期以前のデータを確認・コピーできる機能です。

仕訳入力中に、他データの仕訳を参照できるため「昨年はどのような仕訳を入力しただろう？」

といった確認のために、わざわざデータを切り替えていた手間がなくなります。

「２画面参照」機能では、他データ参照用に別画面を表示します。

別画面に表示された仕訳を検索したり、仕訳を当期データへコピーすることができます。

「２画面参照」機能は【Ⓐ日常業務】の【1.仕訳帳】または【2.総勘定元帳】から利用できます。

ここでは【1.仕訳帳】を例に、「2画面参照」機能についてご説明します。

図１　２画面参照

＜2画面参照＞画面では追加・編集・削除はできません

＜２画面参照＞画面で表示したデータに対して、追加・編集・削除

等の変更を加える操作はできません。

参照用に仕訳を表示するのみです。

必要な場合には、該当データを【Ⓖファイル】-【1.データ管理】で

開き、変更を加えてください。

2 「２画面参照」機能

当期データ

前期以前のデータ
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＜２画面参照＞画面の表示方法について

以下の例をもとに、＜仕訳帳 ＞画面から<2画面参照＞画面を起動する方法をご説明します。

例）「富士太郎_令和２年度分」データ入力中に、前期（令和元年分）データの仕訳を

　　「２画面参照」機能を使って参照したい。

1 「富士太郎_令和２年分」データを選択します

【Ⓖファイル】-【1.データ管理】で「富士太郎_令和２年分」データを選択します。

図2　データ管理画面

2 ＜仕訳帳＞を開きます

【Ⓐ日常業務】-【1.仕訳帳】から＜仕訳帳＞画面を開きます。

3 ［２画面参照］ボタンを押します

＜仕訳帳＞画面上部の［２画面参照］ボタンを押します。

図３　2画面参照ボタン
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4 「富士太郎_令和元年度」データを選択します

表示された＜データ選択＞画面から、「２画面参照」機能で参照したいデータを

指定し、［選択］ボタンを押します。

例の場合「富士太郎_令和元年度」データを選択します。

図４　データ選択画面

データの絞り込み機能について

データ選択画面では、あらかじめ「事業主名」が一致するデータのみを

表示しています。

異なる事業主名のデータを参照したい場合には［検索解除］で絞り込みを解除

することで、「事業主名」が一致しないデータも表示することができます。

「富士太郎」で検索し、絞り込み表示 「検索解除」を実行した場合

＜データ選択＞画面は初回のみ表示

「２画面参照」機能の＜データ選択＞画面は、最初に［２画面参照］ボタンを

押したときに表示されます。

一度「２画面参照」機能用のデータを選択した後は、入力データを閉じるまで

前回の参照データを記憶しています。

参照するデータを切り替えたい場合は＜２画面参照＞-［F５：データ選択］から

変更します。
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3 ＜２画面参照＞画面が起動します

＜２画面参照＞画面が起動し、選択したデータの仕訳を確認できます。

図５　＜２画面参照＞画面

＜２画面参照＞画面の仕訳をコピーする方法

<2画面参照＞画面で表示した前期データの中から、必要なデータを選択し、

入力中の当期データにコピーすることができます。

以下の例をもとに、<2画面参照＞画面の仕訳をコピーする方法をご説明します。

例）＜２画面参照＞画面に表示した前期（令和元年分）データの仕訳を、

　　当期データ（令和２年度分）にコピーする。

1 ＜２画面参照＞画面の仕訳の中から、コピーする仕訳を選択します。

＜２画面参照＞画面の「令和元年度」の仕訳の中から、コピーする仕訳を選択します。

図６　コピーする仕訳を選択
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2 ［F３：コピー］で仕訳をコピーします。

［F3：コピー］（または　ENTER、ダブルクリック）で、＜２画面参照＞画面で

選択した「令和元年度」の仕訳を、入力中の当期データ（令和２年度）の

仕訳入力欄へコピーします。

図７　＜２画面参照＞の仕訳を、入力中の当期データにコピー

科目や補助がコピーされない場合

入力中の当期データに存在しない「科目」や「補助科目」などをコピー

した場合、該当箇所はコピーされません。不足箇所を入力してください。

例）入力中の当期データに「普通預金」の補助「富士山銀行」が存在しない場合

図８　「普通預金」の補助「富士山銀行」が存在しない場合、コピーされません

3 修正完了後、仕訳を登録します。

「日付」「金額」など、必要に応じて適宜修正し、仕訳を登録します。
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＜２画面参照＞画面のその他の機能について

<2画面参照＞画面には、コピー機能以外にもさまざまな機能があります。

［F５：データ選択］

＜データ選択画面＞を表示し、参照用データを切り替えることができます。

［F11：仕訳検索］［F10：検索解除］

参照画面内で仕訳検索・検索解除ができます。

検索機能の詳細は『富士山会計FINE』-【ヘルプ】-【１．マニュアル】から

表示される「富士山会計FINEマニュアル」P.67を参照してください。

月分フィルター

＜２画面参照＞画面を開く際、入力データ側で選択している「月分フィルター」

の設定内容を引き継ぎます。表示後に変更することもできます。

例）入力データで「４月」を指定 ⇒ ＜２画面参照＞も「４月」を指定して表示

図９　月分フィルターの値について

「月分フィルター」では、指定した月の仕訳だけを表示することができます。

「月分フィルター」の詳細は、『富士山会計FINE』-【ヘルプ】-【１．マニュアル】

から表示される「富士山会計FINEマニュアル」P.51を参照してください。
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勘定科目・補助科目・部門（総勘定元帳　のみ）

【2.総勘定元帳】から＜２画面参照＞画面表示の際、入力中の当期データ側で

設定した「勘定科目」「補助科目」「部門」の内容を引き継いで表示します。

図10　勘定科目・補助科目・部門の値を引き継ぎ
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